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研究ノート
 
Moodle の小テストおよびアンケートの質問の一括作成 ツールの開発 (2) 画像と音声の挿入への対応   総合情報基盤センター 教授 木 原 寛
情報政策グループ 技術専門職員 畑  篤 
 表計算シートを利用してｅラーニングシステムのテスト問題を一括作成するためのフォーマットを規定した後、Moodle 2 の XML フォーマットに一括変換する Web アプリケーションをAction Scrip を用いて開発した。さらに、画像や音声を含む問題を XML フォーマットに一括変換するツールを Visual Basic を用いて開発した。これにより、テスト問題を多数作成する際の効率化だけでなく、ｅラーニングシステムの移行の際にもテスト問題資産の保全が図られる。また、大学間でのテスト問題資産の共有化にも資することができると期待される。 
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１．はじめに 
我々は、先に、表計算シート上に一定の書式でテスト問題を記述し、Moodle の GIFT 形式に自動的に変換するツールを開発し報告した。1) 2) その後、同ツールの利用者から、良く利用される穴埋め問題にも対応してほしいという要望が寄せられた。 
 
図１ Moodle の穴埋め問題の例 
ところで、我々は授業や講習などで、表計算を始めとするアプリケーションの解説と実習を担当する機会が多く、受講者による課題の提出と教員による評価の手段としてｅラーニング・システムを利用している。課題は、受講者の知識や技能の定着を促進するためのきわめ
て有効な手段であるが、数が多いと評価やフィードバックを行う教員の負担が高くなる。そこで、受講者自身による自己評価・自己確認を行わせることを目的として Moodle の小テストの活用を図ることにした。その場合、図２に示すように、問題の中に図を含める必要がある場合が多い。GIFT 形式への変換ツールを利用してテスト問題を一括作成し、図の挿入は手作業で行うという対応も可能ではあるが、多数の問題を作成する場合は同じ操作を何度も繰り返さねばならず、作業はかなり繁雑となる。 
 
図２ 図を含む小テスト問題の例 
また、受講者自身による自己評価・自己確認の目的で小テストを利用するため、アダプティ
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ブモードの場合のペナルティの値や複数受験インタラクティブを指定した場合に表示されるヒントなども指定できることが望ましい。 そこで、これらの機能を実現するため、GIFT形式ではなく XML フォーマットを利用して、新しい変換ツールを開発することとした。 
２．フォーマットの策定と変換ツールの開発 
2.1 共通フォーマットの策定 
それぞれの問題形式に対し、Blackboard  Learn で採用されている方式 3)を参考にしてキーワードを決定した。（表 1）なお、計算問題は使用頻度が低く書式が複雑なため、今回は対象から除外した。  
表１ テスト問題の形式を示すキーワード 
TF 正誤問題 MC 多肢選択問題 MA 複数解答（多肢選択） SR 記述問題 MAT 組み合わせ問題 NUM 数値問題 ESS エッセイ問題 DS 説明 FIB 記述（穴埋め）問題 FMD 多肢選択（穴埋め）問題 FNUM 数値（穴埋め）問題  次に、それぞれのテスト問題の形式に対して、表計算シート上に、問題文、解答の選択肢、正誤等の別およびフィードバックなどを記述するための書式を決定した。4) 穴埋め問題の空欄の位置は文中に埋め込んだ@@で指定する。 最も一般的な多肢選択式問題の場合の具体的な記述例を図３に示す。 データの互換性を優先しながら、Moodle のTiny MCE エディターで利用される HTML による装飾と同様な効果を実現するため、問題文や選択肢として記入されたテキストは加工せずにそのまま出力することとした。そのため、改行 
 
図３ 多肢選択式問題のフォーマット 
を行う場合は、<p></p>や<br />タグを挿入する必要がある。データを読みやすくする目的で、
ALT + Enterによるセル内の改行を利用することはできるが、変換結果を出力する際には削除される。 質問文の記述に HTMLを利用して、表形式の穴埋め問題を作成した例を図４と図５に示す。 
 図４ 表形式の穴埋め問題の記述 
 
図５ 表形式の穴埋め問題の表示例 
同様に、次のような HTML のタグを挿入することにより、テキスト形式でデータの互換性を保ちつつ Moodle内での文字飾りを表現できる。  
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下付き <sub> </sub> 上付き <sup> </sup> 斜体 <em>  </em> 太字 <strong>b</strong> 下線 <span style="text-decoration: underline;">U</span> 取り消し線 <span style="text-decoration: line-through;">  </span> 文字の色 <span style="color: #ff0000;"> </span> 文字の背景色 <span style="background-color: 
#00ffff;">  </span> 
2.2 メディア・ファイルの挿入について 
画像ファイルと音声ファイルの挿入は、それぞれを挿入する位置で、@g@と@s@で挟んでファイル名と ALT情報を記入して指定することとした。 Moodle では、Web で使用できる GIF、JPEG および PNG の画像ファイル形式に対応している。音声ファイルをページに埋め込んで再生させたい場合は、MP3 フォーマットを選択する必要がある。 画像ファイルを問題文に挿入する場合の具体的な記述例を、最も簡単な正誤問題の場合について図６に示す。 
 
図６ 画像を挿入する際の記述例 
すべての問題形式で問題文の中にメディアファイルを挿入することができるが、選択肢等については挿入することができる位置が限られている。メディアファイルを挿入できる箇所の一覧を表２に示す。 なお、使用したメディアファイルのファイル名と ALT情報はページのソースに書かれ、学生が閲覧することができるため、解答に結びつく
名称を使用しないように注意する必要がある。 
表 2 メディアファイルの挿入可能箇所 
 問題文 選択肢等 TF ○ － MC ○ ○ MA ○ ○ SR ○ － MAT ○ ○ × NUM ○ － ESS ○ － DS ○ － FIB ○ － FMD ○ × FNUM ○ － 
2.3 Web アプリケーション・タイプの一括変換ツールの開発 
GIFT 形式への一括変換ツールを開発した際と同じ理由から、PCの環境に依存せず、利用に際してローカル PCへのインストールの手間が不要でプログラムの維持管理が容易な点を考慮し、ActionScript を利用して AIR（Adobe Integrated Runtime）アプリケーションの作成を試みた。 ところが、開発環境では動作したものの、一般ユーザの環境では、複数のメディアファイルを読み込んで変換した結果をローカル PCにファイルとして保存することは難しいことが分かった。これは、セキュリティ上の制約から外部ファイルの扱いに制限が設けられており，証明書なしでは、ユーザによる選択動作なしにファイルを読み書きすることができないことによる。そのため、Web アプリケーションへのメディアファイルの挿入機能の搭載は断念し、問題形式の追加とオプション指定に対応したツールとして公開した。4)   2.4 メディアファイルを含む問題の一括変換ツールの開発 
Web アプリケーションでメディアファイルの
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挿入機能を実現するには、PHPなどを採用するという選択肢もあるが、今回はメディアファイルの挿入機能を実現することを目的として、開発の容易さから Visual Basic を選択し、Windows アプリケーションとして作成した。Microsoft Visual Studio では、MS Office のファイルを扱うことができる VSTO（Visual Studio Tools for Office）が提供されている。Excel ファイルを直接扱うことができるため、いったん CSV 形式で保存しなおす手間も必要なくなり、またドラッグ＆ドロップによる簡便な操作も可能になった。画像や音声ファイルの内容を XML ファイルに書き込む際の Base64 エンコーディングには、System.Convert.ToBase64- String 関数を利用した。さらに、Excel のセル内の文字飾り情報を cell.Characters.Font プロパティとして抽出し一文字ずつ調べることにより、2.1で示した Moodle での HTML タグやCSS によるスタイルの指定に変換する機能を追加した。  ３．変換ユーティリティの使い方 
3.1 Web アプリケーション・タイプの一括変換ツールの使い方 
a) 指定された URL にアクセスし、Web アプリケーションを起動する。 
 
b) ［CSV ファイル読込み］ボタンをクリックする。 
c) ファイル選択ウィンドウが表示される。保存した CSV ファイルを指定する。 
d) ウィンドウに、XML フォーマットに変換された結果が表示される。（図 7） 
e) ［保存］ボタンをクリックする。 
f) ファイル選択ウィンドウが表示される。保存する場所を選択し、必要であればファイル名を変更して保存する。 
 
図７ XML フォーマットに変換された例 
g) Moodle の「XML 形式ファイルのインポート機能」を利用して、テストの質問をアップロードする。（図８） 
h) 質問をテストに追加する。 
 
図８ Moodle 2 でのインポート画面 
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 図９ 一括作成されたテスト問題の例 
 
3.2 メディアファイル対応アプリケーションの利用 
アプリケーションを起動すると、図 10のようなウィンドウが表示される。 文字飾りの変換を有効にする場合は、Font Style をチェックする。 
 
図 10 テスト問題一括変換ツールの画面 
保存してある Excel 2003 形式または Excel 2007 形式のファイルをウィンドウ内にドラッグ＆ドロップすると、Moodle XML 形式に変換されたファイルが自動的に作成され保存される。メディアファイルの内容は、Base64 エンコーディングされて XML ファイル中に書き込まれる。 メディアファイルは通常 Excel ファイルと同じフォルダかその下の階層に置く。メディアファイルを置くフォルダを Excel ファイル中で絶対パスで指定して読み込み先を変更することもできる。 Moodle 2 の小テストの編集画面で、問題バンクへのインポートを選択し、XML ファイルをア 
 
図 11 変換された XML 形式ファイルの例 
ップロードして読み込ませることにより、画像や音声を含むテスト問題を一括して作成することができる。（図８，９参照） 
3.3 ツールを利用して作成した問題の例 
本ツールを利用して作成した問題の例を図12～図 15に示す。 問題の質問文に画像や音声を挿入し、解答の選択肢として画像や音声を割り当てることにより、文字だけでは実現できない多様なテスト問題を作成することができる。 音声を利用した問題は外国語の学習や留学生向けの日本語の学習などに活用できると期待される。 
 
図 12 音声を使用した問題の例 
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図 13 分子モデルを使用した化学の問題の例 
化学では分子の構造を示す必要があるため、画像の必要性がとくに高い。分子モデルの図を描く際には、我々が公開している PDB 形式の構造データ及び分子モデルと MOPACで計算した分子軌道を Jmol により表示するサイトなどで情報を入手することができる。5) 
 
図 14 構造式を使用した化学の問題の例 
４．おわりに 
今回開発した変換ツールは、総合情報基盤センター主催の講習会の他、今年度の
MoodleMootのワークショップにおいても紹介を行っている。 
 図 15 スマートフォン用の問題の例 
 選択肢に画像や音声を利用したテスト問題を手軽に作成できることに加え、テスト問題を多数作成する際の省力化が可能となり教員の負担が軽減される点とツールを利用する際にとくに新しい操作を憶える必要が無い点が評価されている。 ｅラーニングシステムで実施するテスト問題を共通フォーマットで記述して利用者の手元に置くことにより、現在利用しているｅラーニングシステムとは異なるシステムに移行せざるを得ない事態が生じた際にも、テスト問題を一から作り直す必要がなくなり、資産の保全が図られると期待される。  
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